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論文内容の要旨 
【目的】 
頭蓋底腫瘍摘出術では腫瘍の周囲に存在する重要な構造物の温存とアプローチの決定が重要で
あり、術前シミュレーションの果たす役割は大きい。融合 3 次元画像は術前シミュレーションの
手段の一つとして注目されつつあるが、構造物が描出されていなかったり描出が不正確であった
りした場合には誤認を生じるリスクがある。 今回われわれは当院で施行した頭蓋底腫瘍手術の術
前融合 3 次元画像を後方視的に再検討し、描出を困難にする原因について包括的に検討した。融
合 3 次元画像の有効性についての現状のわれわれの認識と、今後さらに質の高い融合 3 次元画像を作
成するための課題について報告する。 
【方法】 
当施設で2011年1月から2016年6月の間に頭蓋底腫瘍摘出術を行った31症例に対し術前にMRI、
CTおよび脳血管撮影の撮像を行い得られた画像データを元に画像処理ソフトAmiraあるいはAZE
を用いて3次元再構築、完成した融合3次元画像を元に術前シミュレーションを行った。 腫瘍周囲
に存在しており術中操作による損傷のリスクがある、あるいは手術手技上位置の把握が重要と判
断された構造物を同定し、融合3次元画像上で描出不良がみられた場合は画像再構成のどの過程で
技術的問題が生じたのかを同定し、その原因について調査した。 
【結果】 
必要な構造物に描出不良が生じた症例において問題が発生した段階を検討したところ、 6 例は画像
収集の時点におけるデータの不備が原因であった。 組織の抽出の段階では、25 例中 15 例 （60%）に
おいて構造物を描出できなかった （Fig.1）。 そのうち動脈を描出できなかったのが 6 例 （24%）、静脈が
4 例 （16%）、 神経が 9 例（36%）であった。 それぞれの構造物の描出の可否と原因なりうる背景因子
について単変量解析を行ったが、いずれにおいても統計学的有意差は検出されなかった。 レジストレー
ション、 バーチャルリアリティ操作の段階では問題点はみられなかった。 
 
【結論】 
今回われわれは当院で施行した頭蓋底腫瘍手術の術前シミュレーションで用いた融合 3 次元画像につ
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いて後方視的検討を行い、必要な構造物の描出ができていなかった症例において画像作成および操作
のどの過程で問題が生じたのかを同定した。データ収集の不備に起因する問題は、医療者側の 3 次元
画像作成を見越した画像精査の重要性の認識を高めることで解決可能であった。また組織の抽出にお
ける問題については腫瘍の特徴による影響を受けることなく一定の有用性があることが示された。さらなる
融合 3 次元画像の精度向上のためには, より精緻なデータ収集すなわち撮像装置の進歩による画像モ
ダリティそのものの解像度の改善が必須であると思われた。 
 
 
